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図書館の特別資料 として購入 した 「ジェヴォンズ ・コレクシ ョン」1は 、
純粋経済学のみならず自然科学 ・論理学 ・統計学 などの業績の他、社会改
良家、政策 ア ドバイザー、コンピュータのパ イオニア として多方面にわた
り活躍 したジェヴォンズの広範な分野での理論的な発展過程 を跡付 けるも
ので ジェヴォンズ研究の貴重な稀観 コレクシ ョンである。本 コレクション
には、 まず、1875年5月5日 付Girdlestone宛 ての8葉 にわたる未公刊の
オー トグラフが収め られている。これはジェヴォンズの著書 『論理学入門』
についての意見に対 する返書で8ペ ージにわた りあ らためてかれの論理が
展開 されている貴重な ものである。
つ ぎにかれの経済学研究 と多面的な業績 を明らかにする初版 ・初期刊本
28点 が集められている。その中に 『経済学の理論』1871年 初版 と第四版
二刷 とがある。『石炭問題』は1865年 初版 と第三改訂版があ り、初版本 は
出版案内 リーフ レットが挿 まれた珍重書である。かれの事故死 により断片
のまま残 された遺稿 『経済学原理』(Higgs編)は 重要な1905年 初版であ
り、加 えて刊行案内 リーフレッ トが付 けられている珍重本である。『科学
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二版 、米版初版、妓後妻に より発刊 された伝記資料 と して基本的な文献で
あ る 『ジェヴォンズの手紙 と日記』(1886年 初版)な どジェヴォンズ研究
に欠かせない重要な文献が収め られている。
本 コレクションは当時の経済学 に対 して新 しい経済理論の建設を試みた
限界効用学派の創始者といわれるジェヴォンズの理論の発展過程 を辿 るこ
とがで きる資料 ・文献が網羅 されている。かれの理論 は今 日では 「限界革
命」 と呼ばれる経済学の実質的な内容 の変更 をもたらす ものであった。
「限界革命」 という用語は、通例 、1870年 代初めのほぼ同時期 に活躍
した3人 の人物、ジェヴォンズ、メンガー、ワルラスが 「限界効用逓減の
原理」 をそれぞれまった く独立 に発見 したことに由来する。3人 が、マン
チェス ター、ウィーン、ローザ ンヌ とい う相隔たる知的風土の中で、同一
の概念 に偶然に出会 うことができたということはだれの目にも不思議に思
われるか もしれない。マーク ・ブローグによれば、当時のイギ リス哲学の
功利主義 的経験主義的な伝統、オース トリアの新 カン ト哲学的な風土、ス
イスのデカル ト哲学的な風土を考 えると、経済学に効用革命 を惹 き起 こす
ことができるほど、共通の要素を実際 に備 えていたわけではなかったので
ある。また新 しい経済モデルの探求を促進するような真の知的危機意識 は
イギリスにも大陸にも存在 しなかった。そればか りか、 ドイツだけでな く
イギ リスで も、1860年 以 降新 しい支持者 を獲得 してや まなかった代替モ
デルは、歴史的な方法を唯一の正 しい研究方法 と吹聴 した歴史学派の経済
学者たちであった。
その歴史学派の大立者のグスタフ ・シュモラーに有名な 「方法論争」 を
挑んだのがカール ・メンガーであ った。かれは、抽象的 ・游離的な演繹法
にもとづいて、 「精密法則」 を明 らかに しょうと努 めていた。こうした論
争が起 こった時代 に、それぞれ他 の人 とは無関係 に、ジェヴォンズ、メン
ガー、ワルラスは個人主義 と主観主義の基礎の うえに、純粋経済学 とも呼
ばれた抽象的 ・理論的な経済学を再建 しようと努力 を傾 けていた。 この経
済理論の刷新 の試み において、かれ らは従来の供給の側面から価値 や価格
の問題に接近す る代わ りに、欲望や効用、つま り消費や需要の側面から論
究する方針 を取った。ひとたび欲求の強さや効用が価値や価格を決めるこ
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とになれば、これを全部効用(totalutility)で 考える代 わ りに、財の最終の
増加分が もたらす ところの効用、すなわち限界効用(marginalutility)で 考
えざるをえなかった。こういう新 しい分析道具 を用いて経済理論の体系 を
築 き上げてい く際に、心理学や論理学 や数学 にも通暁 していた限界主義の
経済学著たちは、は じめの うちは主 に心理学的な ものに頼 っていたが、や





に精通 していたが、倫理的 ・心理的な快楽説の基盤にたって、効用 と使用
価値の理論のうえに、交換 と価格の決定理論を構築 した。かれは 『石炭問
題』(TheCoalQuestion,1865)、 『経済学の理論』(TheTheoryofPolitical
Economy,1871)、 『科学の原理』(PrinciplesofScience,1874)、 『貨幣 と交換
の機構』(Moneyandmechanismofexchange,1875)、 『国家 と労働 との関係』
(TheStateinRelationtoLabor,1882)、 『通貨 と金融の研究』(lnvestigations
inCurrencyandFinance,1884)な ど多数の著作 を著 した。かれはマーシャ
ル とは気質 も生活環境 も全然違 っていた。81歳 で亡 くなったマーシャル
は晩年 「賢者 または予言者の相貌」 を呈 していたが、ジェヴォンズは水泳
事故のため47歳 とい う若 さで生命 と仕事 を絶たれたのであった。
ウィリアム ・ス タンレー ・ジェヴォンズは1835年 、リバ プールで鉄商 を
営んでいたユニテ リアンの家に生まれた。かれは、16歳 のときロ ンドンの
ユニバーシティ・カレッジに入学 したが、数学はもとより、化学、植物学、
地質学など自然科学の分野 に興味 をもっていた といわれる。父の事業が経
営難に陥 ったため、オース トラリア行 きを決意 したジェヴォンズは、1854
年 シ ドニーの造幣局で分析官 としての職 を得 て、そ こに5年 間滞在 した。
帰国後ユニバ ーシティ・カレッジに復学 し、経済学がかれの主要な関心事
となった。1862年 に開催 された 「イギ リス学術協会」のケンブリッジ大会
で公表 された 「経済学の一般的数学理論」は、やがて10カ 年近い歳月 を
経 て1871年 に 『経済学の理論』 として公刊 されることになる。マーシャ
ルの 『経済学原理』が刊行 されたのが1890年 であったか ら、ジェヴォン
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ズの効用理論 に関する所 説はお よそ30年 前 に発表 していた ことになる。
しか し、かれの最初 の論文は当時す ぐには世人の注 目を浴 びなかった。
限界分析の展 開に数学的な手法 を駆使 したジェヴォンズは、主著 『経済
学の理論』において、つ ぎのように述べ ている。 「経済学が一つの科学で
あろ うとすれば、数学的な科学 ともいうべ きものでなければならないであ
ろ う。…わた くしの経済学 の理論は純粋 に数学的な性質 をおびたものであ
る。…その理論は、富、効用、価値、需要、供給 、資本、利子、労働など
われわれに馴染みの深い概念 、その他の 日常 の営利生活 に属する一切の量
的な概念 に微積分学 を適用することにある。ほとんど他のあ らゆる科学の
完全な理論が微積分学の使用 を含 んでいるように、われわれ もその助けな
くしては、経済学の本当の理論 は得 られない。…われわれの学問は、それ
が単に数量 を取 り扱 うことか らいっても、数学的でなければならない もの
である。いや しくも取 り扱 うところの事物に大小があ りうる場合には、そ
の法則お よびその関係 は本質的に数学的でなければならない。」こうして、
需要供給法則 とは、財の需要量、供給量、そ して価格 との関係において、
変動する量の変動 の仕方 を表現する ものなのである。
経 済学 をあ らわす用語がPoliticalEconomyか らEconomicsに かわった
ことに、近代 における経済学の理論分析が進化 し、精緻化 され た純粋 の
学問 とみる考えがある。ジェヴォンズは 『経済学の理論』の第2版(1879)
への序文で、経済学の名称 の変更を提唱 して、「些細 な変更 としては、例
えば、私はPoliticalEconomyと い う名称 をEconomicsと いう単一で便宜
な名辞 をもって置 き換 えた。私 はわれわれの科学 を示す古い厄介 な複語名
辞は、で きるだけ速やかに解体 さ.れて しかるべ きもの と考 えざるをえな
い。…ケンブリッジのアル フレッ ド・マーシャル氏 もまたこれを採用 した
形跡がある」 と述べた うえで、「もっとも本文 においてはこの新名称 を使
用 したが、本書の表題 を変更することは明らかに望 ましくなかった」 と述
懐 している。かれにとって、 自分の理論そのものについて、「問題は、本
書の中に与 えられた理論が果たして真実であるか どうかよ りは、む しろ真
になん らかの新 しい ものが含 まれているか どうか」 なのである。
ジェヴォンズは 「最終効用度」、「無差別の法則」、「労働 と効用 とのあ
いだの限界均等の法則」な どのい くつかの概念 を定めて、二人の個人のあ
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すでに認識 していた。分配の理論 に関 しては、包括的な理論 を大成するま
で にはいたらなかった。分配の理論の発展 に対す るジェヴォンズのお もな
貢献は英国の経済学 に生産性の増添 という概念 を導入 して、初めて生産性
の計算 をダイヤグラムに表示 した点にある。ジェヴォンズは、この ダイヤ
グラムにおいて、労働は生産高の最終効用度が労働の最 も苦痛の多い増添
分 に等 しくなるところで雇用 されると論 じた。かれは、同時にまた、資本
が資本の最終の増添分 に資本の分量 を乗 じた積に等 しい支払いを受 けるこ
とを証明 した。
かれはまた、景気 の変動の説明に関 して、平均10年 半前後を周期 とす
る気象学的な恐慌学説 を提示 した。いまでは 「太陽黒点説」』として知 られ
ている。 さらに労働組合の行動 について、かれは労働組合 を独占をめざす
動 きとみ なが らも、これ を禁止する代わ りに、これに責任 をもたせ る方針
を取 るべ きであると考えた。かれは熱烈な自由主義者であったが、便宜の
思慮 をもそなえていたか ら、政府の職能を極大化することも極小化するこ
とに も賛成せず、慎重な中間的な立場 をとり、つねに具体的な事例 に即 し
て処理することを提案 した。古典派経済学の主流、ス ミス、 リカー ド、J.
S.ミ ルのどれをとってみて も、経済問題 は本質的に、増大不能な土地 と増
大可能な労働一 資本は蓄積 された中間財 として労働のうちに包摂 される
一 との対比 として考察 される。経済分析の機能は、労働力の質的量的変
化が総生産高 の増加率 に与 える効果 を暴露することにあった。生産高の増
加率 は資本に関する利潤率の関数 と考えられていたから、要素価格 と分配
比率 の長期 的傾向は、経済過程の基本的要因 として主役 を演 じた。
1870年 以降は、経済学者たちは一般 に生産要素の供給は、分析視野の
外の諸要因によって独立に決定 され ると考え、これをほぼ一定 と前提する
ようになった。経済問題 の本質は、一定の生産諸用役が競合する用途のあ
いだで最適一 消費者の充足度 を極大にするという意味 で最適一 の効果
で配分 される諸条件 を探求する とい うことになったのである。こうして経
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済学はは じめて、真の意味 で、一定の 目的 と選択的用途をもつ一定の希少
手段 との関連 を研究す る科学になった。「新 しい経済学」 のマルサス人 口
論 に対す る態度 のうちにみ ごとに示 されている。限界分析の登場 ととも
に、マルサス理論 は経済学か ら退場 した。だがそれは経済学者たちがマル






ジェヴォンズの 『原理』 は、ケインズによれば、「経済学 に関す る最初
の近代 的な書物 として、…すべての聡明な人 たちに、異常 に魅力のある」
ものとなった。「主観的評価 と限界原理 、い までは周知 となった経済学上
の代数や図形の技法 とに基づ く価値の理論 を完成 された形 で初めて提示 し
た論著である。…単純で明快で、断固 としてお り、マーシャルが真綿で く
るむような言い方 をしたのに対 して、それは石で刻んだ ように輪郭が鮮明
であ った。」
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